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1 大会名

2 主催

茨城県教育委員会

3 主管

4 大会日程

・組み合わせ会議　令和６年10月30日（水）　於：石岡第一高等学校　9：00より

常任委員のみで執り行います。

・競技　

   種目 場所   時間

  個人対抗

 ダブルス 9:00

    　男　子 11月7日 木 霞ヶ浦文化体育会館 競技開始

      女　子 11月7日 木 霞ヶ浦文化体育会館 （開場8：00）

シングルス 9:00

    　男　子 11月8日 金 霞ヶ浦文化体育会館 競技開始

      女　子 11月8日 金 霞ヶ浦文化体育会館 （開場8：00）

学校対抗

男 ﾍﾞｽﾄ８まで 11月13日 水 霞ヶ浦文化体育会館 9:00

女 ﾍﾞｽﾄ８まで 11月13日 水 霞ヶ浦文化体育会館 競技開始

男女　準々決勝以上 11月14日 木 霞ヶ浦文化体育会館 （開場8：00）

・表彰　個人戦：学校対抗１日目の朝　　学校対抗：競技終了後　どちらも簡略的に行う予定。

5 会場 霞ヶ浦文化体育会館　　土浦市大岩田1051　　　　　TEL 029-823-4811

6 種目 個人対抗　ダブルス・シングルス　

学校対抗　１校１チーム　２複３単(５～８名)

7 競技方法

・トーナメント戦方式による。場合により、代表・順位決定戦を行う。

8 使用シャトル

・（公財）日本バドミントン協会令和６年度第１種検定合格水鳥球を使用する。

・個人対抗は１試合につき１個、学校対抗は３個程度を運営本部で用意する｡ 超過分については持ち寄りで｡

・シャトル番号は４番を使用。

9 参加資格 生徒は、「茨城県高体連」「日本バドミントン協会」に登録をしていること。

記

令和６年度茨城県高等学校バドミントン新人大会

茨城県高等学校体育連盟

茨高バド発　第12号

令和6年10月8日

　　　令和６年度茨城県高等学校バドミントン新人大会　の開催について

　上記のことについて、下記の要項で実施しますので、生徒の参加と関係職員の御派遣について よろしくお願い
申し上げます。

　　

茨城県バドミントン協会

茨城県高等学校体育連盟バドミントン専門部

期日

・学校対抗の試合順序は複１・複２・単１・単２・単３で実施する。ただし、単１の選手は複ならびに他の単を兼ねる
ことはできない｡他は単複兼ねられる。また１対抗戦３マッチ先取とする。



10 学校対抗参加制限

11 表彰 個人、学校対抗ともに１位～４位まで表彰する。

12 申し込み

・個人対抗：男女共地区予選通過者を各地区委員長が組み合わせ会議の時に持参する。

（男女とも今年度総体ベスト８までは推薦）

13 競技上の注意

・試合時の服装は、すべて検定済のユニフォームで背中に学校名及び県名が入ったものを着用すること。
ゼッケンの使用も可とする。

・会場内でのフラッシュ撮影は禁止する。

14 審判上の注意 大会会場にて配布・連絡される審判上の注意に従うこと。

15 その他
・飲食物、ゴミ等の始末は各校の責任で行うこと。
・履物は屋内用・屋外用の区別をはっきりすること。

・AEDは体育館事務室の横に設置されています。

・問い合わせ等ありましたら下記まで連絡お願いいたします。
問い合わせ先：茨城県高体連バドミントン専門部総務部　丹代　敬伸
TEL：090-2734-9438　E-mail:tandai.hironobu@mail.ibk.ed.jp
〒310-0852　茨城県水戸市笠原町1284　茨城県立緑岡高等学校
TEL：029-241-0311　　FAX：029-241-7929

学校対抗男女とも優勝校は令和７年３月に石川県金沢市で開催される令和６年度全国
高等学校選抜バドミントン大会に出場することができる。

なお、個人対抗上位４本（同学校は２本まで）は令和６年12月に群馬県前橋市で開催さ
れる令和６年度関東高等学校選抜バドミントン大会に出場することができる。

チーム編成は、１チーム監督１名・コーチ１名・マネージャー１名・選手５～７名（同一校
選手）とする。また、選手５名を欠いた場合はチームとして認めない。
※マネージャーは生徒の場合、試合に出場可とする。

・学校対抗：男女共地区予選通過校を各地区委員長が組み合わせ会議の時に持参する。

・試合中の選手の水分補給を認めるが、必ず主審の許可を得ること。コートサイドに自分のバッグを置いてその中
に容器を入れること。

・シャツについては、アンダーウェアーの着用は認めるが、シャツの袖などからアンダーウェアーがはみ出ないよう
にすること。

・会場内のロビー等での練習は禁止する。施設・設備に損害を与えた場合は弁償してもらうこともある。

・大会運営における追加連絡（得点制限、新たな連絡事項など変更が出た場合）は、本専門部WEBページにて
連絡するので留意すること。

（今年度総体ベスト４の学校の地区には、その分の出場数を年度当初に確定した出場本数に更に割り当て
る。学校対抗の組み合わせは個人戦ポイント確定終了後に行う。

※今回は男子：県南地区が９本＋ベスト４内２本＝１１本、県西１地区が５本＋ベスト４内１本＝６本、県西２地
区が５本＋ベスト４内１本＝６本、女子：県南地区が９本＋ベスト４内３本＝１２本、県西２地区が４本＋ベスト４
内１本＝５本　となります。


